
　開　催　期　日

　開　催　場　所

　出　席　状　況

席次番号 　摘要 席次番号 　摘要

1 浦野 和彦 出・欠 6 山田 廣美 出・欠

2 奥出 尚子 出・欠 7 瀬上 玲子 出・欠

3 豊田 圭樹子 出・欠 8 石井 常子 出・欠

4 橋 功 出・欠

5 佐野 常治 出・欠

事務局 横田 隆宏 生涯学習部長 事務局 中村 好明 青少年課長

事務局 名川 伸太郎 生涯学習課長 事務局 三浦 直美 青少年課副参事

事務局 菊地 敏行 生涯学習課長補
佐 事務局 尾形 慧 青少年課専門指導

員

事務局 室伏 延人 生涯学習課北公
民館長 事務局 森島 啓介 青少年課企画係

長

事務局 佐藤 有起 生涯学習課係長

事務局 鈴木 勉 生涯学習課社会
教育指導員

主な議題
　（１）令和7年度事業中間報告について

  （２）その他

委　員　氏　名 委　員　氏　名

　　令和7年度　第2回社会教育委員会　会議録

　　令和8年1月19日（月)　午後10時～11時30分

　　三郷市役所　6階　全員協議会議室

　　委員8名中8名　事務局10名

　傍 聴 人 状 況 　　0名
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           　　会　議　名

議     事 事務局

委員

委員

委員

委員

委員

事務局

委員

委員
ことになった。様々な立場の方がいるので、平日はに出席することが難しい保護

者の方もいるとは思うが、一歩進んだ改革をして、子どもたちが笑顔で楽しく

学校生活が送れるようにＰＴＡとしてサポートしていきたいと考えている。 

絵本の読み聞かせ活動や子育て相談を行っている。0歳からお年寄りまで事業に

参加ができるようにいろいろ工夫されていることにいつも感心している。

目ですぐ見てわかる、写真やポスターなどの情報がありがたい。  

市ＰＴＡ連合会について来年度は、土曜日にやっていた事業を平日に開催にする

役所の方々に考えていただきながら実行委員も集まりやすい方法があればと思う。 

ＰＲについて市では、広報やメール配信サービス、ＬＩＮＥなどがある。

メール配信は、ＸとＦａｃｅｂｏｏｋが連動しており、青少年課では小学生の

保護者さん（30代や40代）が対象となることが多いので、メールとＳＮＳでの

情報発信を行っているところです。 

思っている。  

放課後子ども教室と、子どもフォーラムの実行委員をしているが、人を集めな

ければならけない現状がある。どう声をかけたら苦労せず集まるのかが毎回

課題になる。ＳＮＳの活用が一番有効かなと思うが、ＰＲの方法で何か工夫が

あるといいのかなと思う。実行委員も世代交代をしていかないといけないので、

を続けていただけると大変ありがたい。

高校協働講座で夏休みに講座を実施し、市民の皆様に参加いただいた。他校の

高校協働講座でも書道が多いが、本校は暑中見舞い作り、扇子うちわ作りを

書道講座として実施した。技術科の方でもシルバーの指輪作りを行った。

要望があれば、高校の教員の専門性を生かしてできる限りのことをしたいと

学生にとっても刺激のある企画になったと思う。

本校として地域の中で役に立てるという点で大きな意味がある。

全ての資料を拝見し、全ての世代に対してきめ細やかな企画や良い取り組みが

されていると感心した。幼稚園協会の立場では、三郷子どもフォーラム2025が、

非常に興味がある企画。引き続き子どもも保護者の皆様も参加できるような企画

姿を小学生が見ることも勉強になると思う。とてもいい経験ができた。

また、青少年課の事業の夏のキャンプに子どもが参加して、

貴重な体験ができた。こういった事業を市で展開していて感謝している。 

獨協医科大学附属看護専門学校三郷校では子ども大学を担当し、20名程度の

小学校5～6年生を対象に「生きる力」をテーマに実施した。参加した当校の

　　　青少年課（中村課長）

　【質疑等】

放課後子ども教室「さくらんぼキッズ」でコーディネーターをしている。

本年度11月に彦成中学校の生徒が来てスタッフとしてお手伝いをしてもらい、

小学生と中学生の交流ができる企画を立てた。中学生が一生懸命やっている

4. 議事（議長：浦野副委員長）

(1)令和7年度事業中間報告について

（資料1-1、1-2、1-3、2-1、2-2参照）

　　＊資料1-1、1-2、1-3、2-1、2-2を説明。

　　　生涯学習課（名川課長）

　　　生涯学習課北公民館（室伏館長）

1．開    会   　 　(司会進行:佐藤係長）  

2．副委員長あいさつ

3．教育長あいさつ

　　令和7年度　第2回社会教育委員会
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           　　会　議　名

委員

事務局
現在の社会教育委員の任期は令和8年5月までなっているため、令和8年6月からの

社会教育委員の委嘱につきましては、今後各団体様に依頼をさせていただきたい

5．閉会（浦野副委員長）

                                                            以上

触れ合っている民生委員が声をかけることで、高齢者の方は抵抗なく参加できる

と思う。デジタル化が進んでいく中で、高齢者の方もスマホの使い方を知って、

情報を受け取れるようにすれば、気軽に参加できるので、視点を変えて検討し

ていただければと思う。

(2)その他（佐藤係長）

　　令和7年度　第2回社会教育委員会

高齢者は情報を取りに行けないのが一つの課題と思う。普段から直接高齢者と
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